ひなげし は みんな まつ 赤に 燃え あがり、 めいめい 風 

にぐら ぐら ゆれて、 息 もっけない ようでした。 その ひ 

なげし のうしろ の 方で、 やっぱり 風に 髪 もから だ も、 

いちめん もまれて 立ちながら 若い ひのきが 云いました 

ほ^ね 

「おまえた ち は みんな まつ 赤な 帆船で ね、 いまが あら 

しのと こなんだ」 

「いや あだ、 あたしら、 そんな 帆船 やなん かじゃない 

わ。 せ だけ 高くて ばか あな ひのき ご ひなげし ども は、 

みんない つ しょに 云いました。 

「そして 向う に 居る の はな、 もう みがきたて 燃えた て 

あかがね 

の 銅 づ くりの いきもの なんだ。」 



ひなげし ども は そこです こうし しずまりました。 東 

み " 

に は 大きな 立 派な 雲 の 峰が 少し 青 ざ めて 四つな らんで 

立ちました。 

いちばん 小さい ひなげしが、 ひとりで こそこそ 云い 

ました。 

「ああつ まらない つまらない、 もう 一生 合唱 手 だ わ。 

スタ I 

いちど 女王に して くれたら、 あした は 死んでも いいん 

だけど ご 

となりの 黒斑の はいった 花が すぐ 引きと つて 云い ま 

した。 

「それ はもち ろん あたし もそう よ。 だって スタ ー にな 



ら なくた つ て どうせ あした は 死 ぬんだ わご 

「あら、 いくら スタ— でな くっても あなたの 位 立派な 

たくさ ん 

らもう それだけで 沢山 だ わご 

「うそう そ。 とてもつ まんない。 そり や あたしい くら 

か あなたより あたしの 方が い いわねえ。 わたし もやつ 

ぱリ そう 思って よ。 けど テ クラさん どうでしょう。 ま 

るで 及び もっかな いわ。 青い チョッキの 虻さんでも 黄 

はち 

の だんだら の 蜂め までみ なま つ さきに あ つちへ 行く 

わご 

あお い かだん あくま かえる 

向う の 葵 の 花壇から 悪魔が 小さな 蛙 にばけ て、 

ベ ） ^—ベ ンの 着た ような 青い フロック コ —， ^を 羽織 



か だな。 それに 全然 無学 だ な。 」 

娘にば けた 悪魔の 弟子 はお 口 をち よ つと 三角に して 

いかにもすな おにうな ずき ました。 

女王の テ クラが、 もう 非常な 勇気で 云いました。 

「何 かご 用で いら つし や います かご 

「あ、 これ は。 ええ、 一寸お たずねい たします が、 美 

容院は どちらでしょう か。」 

「さあ、 あいにくと そういう ところ 存じませんで ござ 

います。 一体 それが この 近所に でも ございましよう 

ゝ o _ 

力 」 

「それ はもち ろん。 現に 私の このむ すめな ど、 前 は 



あ どうぞ こちらへ。 そして 私共 は 立派に なれましょう 

ゝ o _ 

力 」 

「なります ね。 まあ 三 服で ちょっと さっきの むすめぐ 

らいと いうと ころ。 しかし 薬 は 高い から ご 

ひなげし は みんな 顔色 を 変えて ためいき をつ きまし 

た。 テ クラが たずねました。 

「 一 体 どれ 位で ございま しょうご 

「左様。 お 一 人が 五 ビルです ご 

ひなげし はし いんと してし まいました。 お 医者の 悪 

魔 も あごの ひげ を ひねった ままし いんと して 空 をみ あ 

げ ています。 雲の みね はだん だん 崩れて しずかな 金い 



ろに かがやき、 そお つと、 北の方へ 流れ出しました。 

ひなげし は やっぱり しいんとし ています。 お 医者 も 

じ つ と やっぱり おひげ をに ぎった きり、 花壇の 遠くの 

あ 、 

方な ど はもう ぼんやりと 藍い ろです。 そのと き 風が 来 

ましたので ひなげし ども はちよ つ とざわ つ となり まし 

た。 

お 医者 もちら つ と 眼 をう ごかした ようで したが まも 

なく やっぱり 前の ようし いんと 静まり返って います。 

その 時 一番 小さい ひなげしが、 思い切つ たように 云 

いました。 

「お医者さん。 わたくしお あしなん か 一文 もない のよ- 



けど も 少した てば あたしの 頭に 亜片 がで きる のよ。 そ 

れを みんな あげる ことにし てはいけ なく つ て ご 

「ほう。 亜片 かね。 あんまり 間に は 合わない けれども 

とにかく その 薬 はわし の 方で は るんで ね。 よし。 い 

かに も 承知した。 証文 を 書きな さいご 

すると みんなが まるで 一 べんに 叫びました。 

「私 もどう かそうお 願いいた します。 どうか 私 もそう 

お 1 レか あしま 19 」 

しわ 

お 医者 はまる で 困った というよ うに 額に 皺 をよ せて 

考えて いました が、 

じぜん 

「仕方ない。 よかろう。 何もかも みな 慈善の ためじ や 



「亜片 は みんな 差し あげ 候。」 

「よろしい。 早速 薬 を あげる。 一服、 二 服、 三 服と な。 

じゅもん 

まず わたしが ここで 第一 服の 呪文 をうた う。 すると こ 

こらの 空気に な。 きらきら 赤い 波が たつ。 それ を みん 

なで 呑 むんだ なご 

悪魔のお 医者 はとても ふしぎな いい 声で おかしな 歌 

を やりました。 

おこ.. こ 

「まひるの 草木と 石 土 を 照らさん こと を 怠りし 

赤き ひかり は 集い 来て なすす べしら に 漂えよ ご 

あさぎ 

すると ほんとうに そこらの もう 浅黄い ろに な つ た 空 

気の なかに 見える か 見えない ような 赤い 光が かすかな 



波に なって ゆれました。 ひなげし ども はじ ぶんこ そい 

ちばん 美しくな ろうと 一 生けん 命 その 風 を 吸いました _ 

悪魔のお 医者 はきつ と 立って これ を 見渡して いまし 

たが その 光が 消えて しまう とまた 云いました。 

「では 第二 服 まひるの 草木と 石 土 を 照らさん こと 

を 怠りし 黄なる ひかり は 集い 来て なすす べしら に 漂 

えよ」 

みつ 

空気 へ うすい 蜜の ような 色が ちらちら 波に なり まし 

た。 ひなげし はまた 一 生けん 命です。 

「では 第三 服」 とお 医者が 云おうと したと きでした。 

「おおい、 お 医者 や、 あんま リ 変な 声 を 出して くれる 
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